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資料資料資料資料３３３３

「「「「水産教育水産教育水産教育水産教育のありのありのありのあり方方方方にににに関関関関するするするする検討委員会検討委員会検討委員会検討委員会」」」」提言提言提言提言（（（（案案案案））））

１１１１ 検討検討検討検討のののの経緯及経緯及経緯及経緯及びびびび背景背景背景背景

○ 当 検 討 委員 会 は 平 成 ２ ０年 １ ０ 月 ８ 日 の本 県 水 産練 習 船「 わ かし ま

ね 」 の 衝 突 沈 没 事 故 を う け 、 平 成 ２ １ 年 １ 月 １ ９ 日 に 今 後 の 水 産 練

習 船 の 建 造 の 問 題 を 含 め 、 魅 力 あ る 島 根 の 水 産 教 育 の あ り 方 に つ い

て 、 提 言 を ま と め る こ と を 依 頼 さ れ 、 ７ 回 に わ た り 鋭 意 議 論 を 重 ね

てきた。

○ 今 回 の 提言 は 、 水 産 教 育の 振 興 に 関 わ る総 括 提 言と ３ つの 柱 で構 成

さ れ る 各 論 と し て ま と め て い る 。 今 後 の 島 根 県 の 水 産 高 校 教 育 に 少

しでもお役に立てれば幸いである。

○全国の水産・海運を取り巻く現状と課題について

（現状）

・ 船 員 数全 体 は 年 々 減 少傾 向 に あ り 、 過去 ３ ０ 年間 で ７割 減 少し て

お り 、漁 業 船 員 数 も ２０ ０ 海 里 問 題 、漁 業 従 事者 の 高齢 化 、後 継

。 、者不足などにより８割減少している 各業種の船員数の推移から

今後も減少の一途を辿ることが予想される。

・ 水 産 加工 ・ 流 通 業 に おい て は 、 若 者 の魚 食 離 れな ど によ る 水産 物

の 消 費低 迷 や 経 営 体 数の 減 少 な ど に より 水 産 加工 品 の生 産 量は 年

々減少している。

（課題）

・ 商 船 船員 、 漁 業 船 員 につ い て は 、 高 齢者 の 引 退な ど 世代 交 代に よ

り 、 船員 不 足 、 後 継 者不 足 が 今 後 予 測さ れ る こと か ら新 規 就業 者

の確保が急務である。

・ 水 産 加工 ・ 流 通 業 に おい て は 、 消 費 者ニ ー ズ に的 確 に対 応 した 新

商品の開発などを推進していくことが必要とされている。
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○島根県の水産を取り巻く現状と課題について

（現状）

・ 島 根 県の 沖 合 に は 黒 潮か ら 分 か れ た 対馬 海 流 が北 東 に向 か って 流

れ て いる た め 好 漁 場 が形 成 さ れ て お り、 日 本 海沿 岸 及び 隠 岐で は

水産業が非常に重要な産業となっている。

・ ま た 、島 根 県 の 水 産 業は 、 全 移 出 額 の５ ． ７ ％を 占 め、 域 際収 支

に大きく貢献している。

・ と り わけ 、 水 産 高 校 所在 地 の 浜 田 ・ 隠岐 に お いて は 産業 に 占め る

水 産 業の 比 率 は 高 い 。隠 岐 で は 特 に 水産 業 が 観光 振 興の 一 翼を 担

っている。

・ 生 産 構造 に 関 し て は 、漁 獲 量 ・ 漁 獲 金額 の 大 半を 占 める 沖 合底 び

き 網 漁業 、 ま き 網 漁 業に お け る 漁 船 ・運 搬 船 の高 船 齢化 、 漁業 就

業 者 数の 減 少 及 び 高 齢化 が 進 ん で お り、 全 国 と同 様 に水 産 業の 衰

退が進行している。

・ さ ら に、 資 源 状 況 の 悪化 に よ る 漁 獲 高の 減 少 、魚 価 及び 加 工商 品

価 格 の低 迷 に 加 え 、 近年 の 燃 油 価 格 の高 騰 に より 、 漁業 経 営は 非

常に厳しい状況にある。

（課題）

・ 将 来 に わ た っ て 、 漁 業 を 本 県 の 重 要 な 産 業 と し て 維 持 し て い く た

めには、持続的に新しい担い手の確保、育成が必要である。

・ ま た、 水 産 加 工 ・ 流 通 業 に お い て は 、安 全 ・ 安 心 へ の 関心 の 高 ま

り な ど多 様 な 消 費 者 ニー ズ に 対 応 し 付加 価 値 の高 い 商品 づ くり が

必要とされている。
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２２２２ 総括提言総括提言総括提言総括提言

（（（（１１１１））））水産高校水産高校水産高校水産高校をををを水産県島根水産県島根水産県島根水産県島根のののの資源資源資源資源（（（（宝宝宝宝））））とととと位置位置位置位置づけるづけるづけるづける

（（（（２２２２））））全国全国全国全国からからからから生徒生徒生徒生徒のののの集集集集まるまるまるまる水産高校水産高校水産高校水産高校にににに

（（（（３３３３））））水産高校水産高校水産高校水産高校とととと水産業水産業水産業水産業・・・・水産行政水産行政水産行政水産行政とのとのとのとの連携強化連携強化連携強化連携強化

（（（（１１１１））））水産高校水産高校水産高校水産高校をををを水産県島根水産県島根水産県島根水産県島根のののの資源資源資源資源（（（（宝宝宝宝））））とととと位置位置位置位置づけるづけるづけるづける

○ 広範囲 な EEZ（排他 的経 済水域 、長 い海岸線 、豊富な漁場 を持つ島）

根 県 で 、 水 産 高 校 は 、 水 産 業 ・ 海 運 業 を 支 え る 人 材 を 育 成 す る 役 割

を 担 っ て き た 。 今 後 は 、 そ れ と と も に 、 水 産 ・ 海 洋 の 持 つ 多 面 的 機

能 （ 環 境 保 全 ・ 生 態 系 保 全 ・ 地 域 社 会 の 形 成 維 持 ・ 交 流 な ど ） を 担

う人材を育成する役割も求められてきている。

○ 本 県 の 水産 高 校 は 、 浜 田・ 隠 岐 の ２ 地 域に 本 科 と専 攻 科を 置 き、 県

内 の 水 産 ・ 海 洋 を 支 え 、 ま た 全 国 に 多 く の 人 材 を 提 供 し て き た 。 あ

わ せ て 、 地 域 社 会 の 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し 、 地 域 の 産 業 を 支 え て き

た 。 今 後 と も 、 地 域 社 会 と の 連 携 を 強 化 し 、 地 域 が 必 要 と す る 高 校

を地域社会全体で支える戦略を構築していくことが必要となる。

○ こ う し た取 り 組 み を 重 ねる 中 で 、 全 国 に誇 れ る 「水 産 県島 根 の資 源

（ ）」 。宝 となるような水産高校づくりを進めていくことが必要である

（（（（２２２２））））全国全国全国全国からからからから生徒生徒生徒生徒のののの集集集集まるまるまるまる水産高校水産高校水産高校水産高校にににに

○ 本 県 に は、 浜 田 水 産 高 校と 、 隠 岐 水 産 高校 の ２ 校に そ れぞ れ 本科 ・

専 攻 科 が 存 在 し て い る 。 両 水 産 高 校 で は 、 本 科 、 専 攻 科 と も 厳 し い

実 習 な ど に よ り 生 徒 の 人 格 を 鍛 え る と と も に 、 専 攻 科 は 、 資 格 試 験

に お い て 全 国 的 に も 優 れ た 成 績 を お さ め て い る 。 ま た 、 本 科 で 学 ん

だ こ と を 活 か し て 専 攻 科 や 水 産 系 大 学 へ 進 学 す る 生 徒 も い る 。 今 後

両 校 に は 、 こ う し た 教 育 を 一 層 強 化 し つ つ 、 以 下 に あ げ る 各 案 も 検

討 ・ 実 施 し 、 よ り 魅 力 あ る 学 校 に し て 全 国 か ら 多 く の 生 徒 を 集 め る

ことを図られたい。
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① 「 担 い 手育 成 事 業 」 や 「課 題 研 究 」 の 授業 は 、 生徒 が 「社 会 人と し

て の 基 礎 的 な 力 を 身 に つ け る 」 と い う 目 標 を 明 確 に し て 実 施 し 、 卒

業 時 に は 、 個 々 の 生 徒 が そ の 目 標 が 達 成 で き る よ う 実 施 す る 必 要 が

ある。

② 地 域 に ある 水 産 技 術 セ ンタ ー 、 種 苗 セ ンタ ー な どの 試 験研 究 機関 や

島 根 大 学 な ど と の 連 携 を 深 め 、 次 世 代 を 担 う 水 産 技 術 者 を 育 成 す る

場 に す べ き で あ る 。 ま た 、 同 窓 会 な ど を 含 め 両 校 の 良 き 理 解 者 、 協

力 者 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 す る 中 で ス キ ル の 高 い 人 材 を 登 録 し 、 学 校 の

外部講師とするなど活用を図られたい。

③ 地 域 の 小中 学 校 と 連 携 を深 め て 水 産 ・ 海洋 の 魅 力を 伝 え、 ま た、 他

県 の 中 学 生 に 対 し て も 島 根 の 水 産 高 校 の 魅 力 を 伝 え る こ と に よ り 、

県 内 外 か ら 水 産 に 対 し て 意 欲 の あ る 生 徒 を 入 学 さ せ る べ き で あ る 。

な お 、 生 徒 の 受 け 入 れ に お い て 、 態 勢 整 備 が 必 要 な 時 に は 、 県 、 地

域の支援が必要である。

④ 両 水 産 高校 に お い て は 、① ～ ③ ま で の 内容 を 中 長期 的 目標 を 立て 、

実行すべきである。

（（（（３３３３））））水産高校水産高校水産高校水産高校とととと水産業水産業水産業水産業・・・・水産行政水産行政水産行政水産行政とのとのとのとの連携強化連携強化連携強化連携強化

① 県 の 水 産行 政 の 中 で 、 水産 高 校 を 県 の 水産 業 を 支え る 重要 な 人材 育

成 機 関 で あ る と 位 置 づ け 、 地 域 が 必 要 と し 、 地 域 社 会 が 支 え る 高 校

と な る よ う に 水 産 高 校 ・ 教 育 委 員 会 と 水 産 業 ・ 水 産 部 局 と が 連 携 を

さらに強化すべきである。

② 有 用 な 多く の 人 材 を 育 成し 、 全 国 の 水 産、 海 洋 を支 え てい る 水産 高

校 を 、 国 は 重 要 な 人 材 育 成 機 関 と し て 位 置 づ け る よ う 県 が 国 に 対 し

。て要望すべきである
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３３３３ 提言各論提言各論提言各論提言各論

（（（（１１１１））））水産高校水産高校水産高校水産高校（（（（本科本科本科本科））））のありのありのありのあり方方方方

（（（（２２２２））））水産高校水産高校水産高校水産高校（（（（専攻科専攻科専攻科専攻科））））のありのありのありのあり方方方方

（（（（３３３３））））水産練習船水産練習船水産練習船水産練習船のありのありのありのあり方方方方

（（（（１１１１））））水産高校水産高校水産高校水産高校（（（（本科本科本科本科））））のありのありのありのあり方方方方

①①①①水産高校水産高校水産高校水産高校（（（（本科本科本科本科））））のののの必要性必要性必要性必要性

隠岐、浜 田両地域とも、 水産業が、その 地域の産業を特色づける大

き な 要 素 とな っ て お り 、 その 地 域 の 振 興 には 欠 か せな い 産業 の 柱と な

っ て い る 。浜 田 水 産 、 隠 岐水 産 の 両 校 に は、 海 洋 系学 科 、食 品 系学 科

が あ り 、 それ ぞ れ の 学 科 が地 域 の 水 産 業 を支 え る 人材 を 育成 す る役 割

を 担 っ て きた 。 今 後 、 地 域が 求 め る 産 業 人材 を 輩 出す る ため 、 教育 内

容をより充実させる必要がある。

②②②②学校学校学校学校・・・・学科学科学科学科のののの配置配置配置配置についてについてについてについて

特 色 あ る学 習 内 容 及 び 地域 の 水 産 業 を 支え る た めの 専 門的 な 教育 を

行 う の に 必要 な 教 員 数 を 確保 す る た め に は、 各 校 で１ 学 年２ 学 級規 模

の定員設定が必要である。

従 っ て 、平 成 １ ６ 年 度 から ２ ０ 年 度 に おけ る 各 校の 平 均の 入 学者 数

（ 定 員 充 足 率 ） は 、 浜 田 水 産 高 校 が ５ ８ 名 （ ７ ３ ％ 、 隠 岐 水 産 高 校）

が ６ ３ 名 （７ ８ ． ５ ％ ） とな っ て い る が 、両 校 と も現 行 通り 、 ２学 科

体制での存続が必要である。

③③③③今後検討今後検討今後検討今後検討すべきすべきすべきすべき事項事項事項事項

ＡＡＡＡ 教育内容教育内容教育内容教育内容についてについてについてについて

下 記 の 教 育 内 容 を 、 よ り 効 率 的 、 効 果 的 に 学 習 で き る よ う な 学 校

運営の工夫、見直しを図られたい。

イイイイ 基礎学力基礎学力基礎学力基礎学力のののの充実充実充実充実をををを図図図図ることることることること

海洋系学科、食品系学科に共通することとして、まず第一に「基

礎 学力の 充実」を挙げた い。教員は、生徒 一人ひとりに 対応した
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指 導方法 を工夫し、その ノウハウを教員間 で共有化して 個々の生

徒の学習をサポートする必要がある。

ロロロロ 専門的教育専門的教育専門的教育専門的教育のののの充実充実充実充実をををを図図図図ることることることること

、 、 、 、 、海洋系 食品系の専門的教育においては まず実習 実験 観察

分 析を重 視し、その学習 を通して、卒業後 に企業で必要 となって

くる基礎的な力を身につけさせる必要がある。

ま た 、多 様 化 す る 生 徒の ニ ー ズ や 企 業の ニ ー ズに 対 応す る ため 、

「 課題研 究」の様々なプ ロジェクトに積極 的に取り組む ことが必

要である。

ハハハハ 各種資格取得各種資格取得各種資格取得各種資格取得にににに積極的積極的積極的積極的にににに挑戦挑戦挑戦挑戦することすることすることすること

資 格 取得 を 目 指 す こ とで 、 生 徒 た ち は目 的 意 識を 明 確に し 、意 欲

を 持って 学習することが できる。教員には 、生徒たちの 資格取得

。 、についてより一層のサポートを期待する 資格の種類については

調 理 師 免 許 の 取 得 な ど 新 た な 資 格 取 得 に つ い て 検 討 を 図 ら れ た

い。

ニニニニ 社会人社会人社会人社会人としてのとしてのとしてのとしての基礎的基礎的基礎的基礎的なななな力力力力をををを育成育成育成育成することすることすることすること

生 徒 たち が 卒 業 後 、 一人 前 の 社 会 人 とし て 求 めら れ る基 礎 的な 力

『前に踏み出す力（アクション ・考え抜く力（シンキング ・チ） ）

ー ム で 働 く 力 （ チ ー ム ワ ー ク 』 を ３ 年 間 で 身 に つ け る こ と が 必）

要 とされ る。そのために 、課題研究などの プロジェクト 型学習に

取 り組む 際に、その活動 が『社会人基礎力 』のどの要素 の育成を

、「 、目標にしているか 身につけさせたい力｣として一つ一つ明示し

意識させることが必要である。

ホホホホ 導入導入導入導入をををを検討検討検討検討すべきすべきすべきすべき科目科目科目科目などのなどのなどのなどの例例例例

現 行 の学 科 や カ リ キ ュラ ム に と ら わ れる こ と なく 、 新し い 科目 な

ど を 導 入 す る こ と を 検 討 願 い た い 。 そ の 例 と し て は 、 海 洋 系 学 科

に お い て は 、 海 洋 レ ジ ャ ー 系 の 科 目 、 食 品 系 学 科 に お い て は 、 地

域 の 企 業 の ニ ー ズ に 適 合 し た カ リ キ ュ ラ ム 、 水 産 加 工 だ け で な く

農 業 関 連 と マ ッ チ ン グ し た カ リ キ ュ ラ ム 、 試 験 研 究 機 関 な ど と の

連 携 を 通 し て 最 新 の 冷 凍 ・ 冷 蔵 技 術 、 バ イ オ 関 連 技 術 な ど が あ げ

られる。
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Ｂ ＰＲＢ ＰＲＢ ＰＲＢ ＰＲのののの充実充実充実充実

○ 水 産 高校 の 良 さ を 、 ホー ム ペ ー ジ や 学校 便 り など を 通じ て 、地 域

の 小 ・ 中 学 校 や 保 護 者 だ け で な く 地 域 の 方 々 へ も 継 続 的 に 情 報 発

信する必要がある。

○ 地 域 の小 ・ 中 学 校 で の出 前 授 業 な ど を通 じ て 、水 産 ・海 洋 系の 魅

力を地域社会に伝える必要がある。

、 、○情報発信に際して 水産の現場をより身近に感じてもらうために

水 産高校 生の実習風景や 水産高校の卒業生 が社会人とし て活躍す

る様子を映像化することなども検討すべきである。

ＣＣＣＣ 水産高校水産高校水産高校水産高校とととと地域地域地域地域とのとのとのとの連携連携連携連携

○ 水 産 高校 で 、 地 域 の 水 産関 係 企業 の新 入 社員 の研 修 を行 う など 、

地域社会のニーズに応える活動を検討願いたい。

○ 水 産 高校 の 中 で よ り 実践 的 な 内 容 を 扱う 授 業 に際 し て、 地 域の 企

業 や 漁 業 従 事 者 、 ス キ ル の 高 い 民 間 講 師 な ど を 外 部 講 師 と し て 活

用する必要がある。

○ 漁 業 協 同 組 合 Ｊ Ｆ し ま ね と の 間 に は 、 現 在 で も 「 担 い 手 育 成 事、

業 」 の イ ン タ ー ン シ ッ プ の 実 施 な ど で 連 携 し て い る が 、 今 後 は 、

Ｊ Ｆ し ま ね 主 催 の 事 業 に 水 産 高 校 生 が 積 極 的 に 参 加 で き る よ う に

するなど連携を深める必要がある。

（（（（２２２２））））水産高校水産高校水産高校水産高校（（（（専攻科専攻科専攻科専攻科））））のありのありのありのあり方方方方

①①①①水産高校水産高校水産高校水産高校（（（（専攻科専攻科専攻科専攻科））））のののの必要性必要性必要性必要性

全 国 的 な船 員 不 足 へ の 対応 策 は 、 本 来 国の 施 策 によ り 解決 す べき も

のであるが、島根県の水産高校専攻科が全国の船員養成において、

大きな役割を果たしている。隠岐、浜田とも専攻科は高い就職率を

誇り、且つ優秀な生徒が域外からも入学し、資格試験でも全国的に

、 。優れた成績を有し 当県の水産高校の存在を強くアピールしている

②②②②専攻科専攻科専攻科専攻科のののの配置配置配置配置についてについてについてについて

○ 海 洋 系の 生 徒 が 資 格 取得 の た め に 進 学す る 専 攻科 に つい て は、 近

年 入 学 希 望 の 生 徒 が 増 加 し て お り 、 平 成 ２ １ 年 度 入 学 生 の 定 員 充

足 率 は １ ０ ０ ％ で あ る 。 ま た 、 現 在 の 両 校 の 進 路 希 望 調 査 を 見 る

と 両 校 で １ ０ 名 以 上 の 生 徒 が 専 攻 科 を 希 望 し て い る 。 こ の 専 攻 科
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の 存 在 に よ っ て 、 よ り 高 度 な 資 格 取 得 を 目 標 に す る 生 徒 達 の 夢 を

叶 え る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 今 後 も 、 生 徒 及 び 保 護 者 の 希 望

に応えるためには、現行通り２０名の定員は必要である。

○ 専 攻 科の ２ 年 の う ち 、１ ５ ヶ 月 は 乗 船す る こ とと な る。 こ のこ と

か ら 、 ２ 校 に 専 攻 科 を 設 置 し て も １ 校 に 集 約 し て も 、 専 攻 科 全 体

に 配 置 す る 教 員 数 は 大 き く は 変 わ ら ず コ ス ト に 大 き な 違 い が な い

、 、ので 両校の専攻科への進学希望者が毎年いる状況を踏まえると

現 行 通 り ２ 校 に 専 攻 科 を 置 き 、 生 徒 や 保 護 者 の 希 望 に 応 え る 必 要

がある。

○ 全 国 的に 船 員 の 数 は 不足 し て お り 、 県外 に 就 職す る 卒業 生 が多 い

が （ 直 近 の ５年 間 の 合 計 で 県 内就 職 ７ 名 、 県外 就 職 ４ ９名 、 県、 ）

外 に 就 職 し て も 住 所 は 県 内 で あ る と い う 卒 業 生 も 存 在 し 、 ま た 県

外 で 勤 務 し た 後 、 Ｕ タ ー ン し 島 根 の 水 産 業 に 貢 献 し て い る 卒 業 生

もいる。

○ 以 上 の 理 由 で 、 専 攻 科 は 現 行 通 り 、 両 校 で ２ ０ 名 の 定 員 で の 存 続

が必要である。

③③③③今後検討今後検討今後検討今後検討すべきすべきすべきすべき事項事項事項事項

ＡＡＡＡ 教育内容教育内容教育内容教育内容についてについてについてについて

水 産 経 営 学 な ど 、 水 産 業 の 担 い 手 育 成 の た め の 新 し い 科 目 の 導 入

を検討されたい。

ＢＢＢＢ 他地域他地域他地域他地域へのへのへのへの更更更更なるなるなるなるＰＲＰＲＰＲＰＲのののの必要性必要性必要性必要性

専 攻 科卒 業 生 が 全 国 で活 躍 し て い る 実状 な ど のＰ Ｒ を行 い 、他 県

からの入学者を増やす必要がある。
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（（（（３３３３））））水産練習船水産練習船水産練習船水産練習船のありのありのありのあり方方方方

本検討委員会は 「わかしまね」級の中型練習船建造の要否や、今後、

の 水 産 練 習船 の 体 制 に つ いて 協 議 を 重 ね 、全 会 一 致で 「 ６５ ０ トン 級

の 新 造 大 型 練 習 船 1隻 体 制 」 と す る と い う 結 論 に 達 し た 。 以 下 、 そ の

理由を述べる。

①①①①水産練習船水産練習船水産練習船水産練習船のののの必要性必要性必要性必要性

○ 水 産 練 習 船 で 漁 業 実 習 、 航 海 実 習 を 実 施 す る こ と に よ り 専 門 的 な

知 識 や 技 術 の 習 得 が 可 能 と な る 。 ま た 、 船 舶 の 幹 部 職 員 に な る た

めに必要な３級海技士免許の受験資格を得ることができる。

○ 生 徒 は 、 水 産 練 習 船 に よ る 実 習 を 通 し て 勤 労 観 、 職 業 観 を 学 び 、

貴 重 な 体 験 で 海 や 船 の 魅 力 を 感 じ る と と も に 、 船 内 で の 集 団 生 活

で 協 調 性 や 規 律 を 学 び 、 さ ら に 仕 事 に 対 す る 厳 し さ 、 命 の 尊 さ 、

自然の過酷さを痛感するなどその教育的効果は大きい。

②②②②新大型練習船新大型練習船新大型練習船新大型練習船１１１１隻体制隻体制隻体制隻体制のののの理由理由理由理由

○ 新 大 型 練 習 船 の 場 合 、 ６ ０ 名 分 の 生 徒 定 員 を 確 保 す る こ と が で き

る 。 また 、 小 型 ・ 中 型と 比 べ て 施 設 、設 備 が 充実 す るた め 、適 切

、 。な教育環境を確保し 併せて船舶の安全性を高めることができる

○ 両 水 産高 校 の ２ 年 生 が行 う 長 期 の 漁 業・ 航 海 実習 は 、今 ま で大 型

練 習 船 の 「 神 海 丸 （ ４ ９ ９ ト ン 、 生 徒 定 員 ４ ４ 名 」 と 中 型 練 習）

船 の 「 わ か し ま ね （ １ ９ ６ ト ン 、 生 徒 定 員 ２ ２ 名 」 の ２ 隻 体 制）

で 実 施 さ れ て い た た め 「 神 海 丸 」 に 乗 船 す る 学 校 と 「 わ か し ま、

ね」に乗船する学校とで実習の内容・運営が異なっていた。

そ の た め 「 神 海 丸 」 で の 長 期 の マ グ ロ 実 習 、 外 地 寄 港 地 活 動 や、

国際交流活動などを経験しないまま卒業する生徒もいた。

今 後 、新 大 型 練 習 船 １隻 体 制 に な れ ば、 現 在 の「 神 海丸 」 に比 べ

生 徒の乗 船定員が増える ので、どちらの学 校もクラス全 員の生徒

が 一度に 乗船し、同一内 容の実習を行うこ とが可能にな るため、

教育的、学校運営上においても効果は大きい。

○ 従 来 、中 型 練 習 船 で 実施 し て い た 実 習に つ い ては 、 新大 型 練習 船

に イ カ 釣 り 漁 具 な ど を 装 備 す る こ と で 、 地 域 水 産 業 の 要 望 に も 応

えることができる。

○ 今 回 中型 練 習 船 を 新 造し て ２ 隻 体 制 を維 持 す る場 合 と新 大 型練 習

船 １ 隻 体 制 の 場 合 を 比 較 す る と 乗 組 員 の 人 件 費 な ど の ラ ン ニ ン グ
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。 、 、コストは１隻体制の方が少ない また ２隻体制を維持する場合

「 わ か し ま ね 」 の 建 造 と 、 近 い 将 来 生 ず る 「 神 海 丸 」 の 更 新 に よ

る 新 た な 建 造 費 負 担 が 生 じ る た め 、 中 長 期 的 に 比 較 す る と １ 隻 体

制の方が負担が少ない。

③③③③新大型練習船新大型練習船新大型練習船新大型練習船１１１１隻隻隻隻にするににするににするににするに当当当当たってのたってのたってのたっての配慮事項配慮事項配慮事項配慮事項

○ 従 来 、中 型 練 習 船 で 実施 し て い た 漁 業実 習 は 、新 大 型練 習 船や 地

元 漁 船を 利 用 し た イ ンタ ー ン シ ッ プ を有 効 に 活用 し て効 果 を上 げ

ることが必要である。

○ 浜 田 、隠 岐 両 水 産 高 校に 所 属 す る 小 型練 習 船 は、 今 まで ど おり 沿

岸 漁 業実 習 、 一 級 小 型船 舶 操 縦 士 免 許取 得 の ため に 活用 す るこ と

が必要である。


